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■ 学歴・取得学位 

平成９年３月 神戸国際大学経済学部経済学科卒業 経済学士   

平成１３年９月 
ウェールズ大学アベリストウィス校 

史学・ウェールズ史学修士研究課程（MPhil）修了 
 
■ 主な職歴 

平成１９年４月 神戸国際大学非常勤講師（～令和６年３月） 

平成２２年８月 German Leprosy Relief Association, Togo Office 

平成２７年４月 
九州国際大学経済学部 特任教授 

（～平成２８年３月） 

平成２８年４月 九州国際大学現代ビジネス学部教授（～現在） 

令和６年４月 大阪夕陽丘学園短期大学非常勤講師（～令和７年３月） 

令和７年４月 摂南大学国際学部非常勤講師（～現在） 
 

教 育 活 動 
 
■ 主な担当授業科目 

○ 学 部：英語 海外語学実習 国際社会と福祉 欧米社会論 

○ 大学院： 
 
■ 教育上の特記事項 

○ 教科書・教材：エッセイ作成、スタディースキルを念頭においた教材の提 

○ 教育活動：ICT、オンラインリソースを用いた授業運営 

○ 免許・資格： 
 

研 究 活 動 
 
■ 研究分野 

研究分野 地域研究・社会学 

主な研究テーマ ウェールズ系アメリカ人・アフリカにおける医療援助 

キーワード 移民 ウェールズ ブルーリ潰瘍 ハンセン病 
 
 



 

 
 
 
■ 主な著書・論文等 

著書 
○ 該当なし 

論文 
○ （共）「サブ・サハラ地域の理学療法(士)の現状— ガーナ国・トーゴ国・ベナ 

ン国のブルーリ潰瘍調査から— 」『理学療法化学 第 27 号』（理学療法化学学 
会）2012 年 3 月、31 頁、査読有 

○ “Transaction System of SMEs in Japan after the war”『教養研究 第 26 
巻 2 号』（九州国際大学教養学会）2019 年 12 月、1 頁 

○ “Challenges and Significance of the Activities for Buruli Ulcer” 『教 
養研究 第 26 巻 3 号』（九州国際大学教養学会）2020 年 3 月、21 頁 
 

学会発表 
○ 「ガーナ共和国のブルーリ潰瘍と理学療法の実態」2012 年 10 月リハビリー 

テーション・ケア合同研究大会札幌 2012 
○ 「トーゴ共和国理学療法士(PT)に対する卒後理学療法(PT)技術教育支援に 

ついて」2013 年 11 月、リハビリーテーション・ケア合同研究大会千葉 2013 
○ 「ブルー理解洋調査からみたトーゴ共和国の理学療法の実態と教育支援に 

ついて」2014 年 3 月、リハビリーテーション・ケア合同研究大会千葉 2014 
○ 「Zoom による海外音声学教授陣レクチャーと個人レッスンを受ける代替プ 

ログラム」2021 年 11 月、日本英語教育音声学会創立記念大会 
○ 「専門英語教育における ICT 活用の実践と可能性」2022 年 5 月、日本英語教 

育音声学会第 2 回大会 

その他 
 
 
■ 大学就任以前の主な業務上の実績 

  
 
■ 主な所属学会 

日本カナダ学会 英国歴史協会 
 
■ 受賞等 

 該当なし 
 
■ 研究助成金による研究 

○ 日本学術振興会科学研究費補助金 研究成果公開促進費（学術図書） 「顧み

られない熱帯病と国際協力」2014 年 研究代表者 新山智基 課題番号 265277 
 
 

社会における活動等 
 

○ 日本カナダ学会 事務局長（2010 年 4 月～2018 年 3 月） 

○ 日本カナダ学会 幹事（2011 年 4 月～2018 年 3 月） 

○ 京都市立御所南小学校 学校運営協議会 理事（2012 年 4 月～2022 年 3 月）  

○ 日本ボーイスカウト連盟アフリカ派遣 コーディネーター (2017 年～現在) 
 



 

 

大学運営活動等 
 

〇 経済研究センター運営委員 2016 年 4 月～2017 年 3 月 

○ 国際センター副センター長 2017 年 4 月～2018 年 3 月 

○ 国際センターセンター長 2018 年 4 月～2022 年 8 月 

○ 副学長 2022 年 9 月 22 日～現在に至る 

 


